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１

 　12 月 11 日（金）に行われた子牛のセリにおきまして、山木保氏の子牛（去勢）が 95 万円と
いう十島村史上最高価格を記録しました！ 95 万円という価格は以前の価格と比べると子牛 2頭
分の価格に相当する、驚異的な価格です。畜産は十島村の基幹産業であり、十島村にとっても大
変喜ばしい結果となりました。

 　山木保氏の喜びのコメント

 　今回、出荷した牛については、産まれてから出荷するまでの発育が良く、楽しみには
していましたが、予想以上の値段がついてビックリしています！今後も子牛の疾病等に気
をつけて、発育の良い牛を出荷できるように、日々の管理に努めていきたいです！

十島村過去最高価格９５万円を記録！！



02
03

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か
し
い
新
春
を
、

お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
は
、
村
政
各
般
の
運
営
に
あ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
の
動
き
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

鹿
児
島
市
の
旧
集
成
館
を
含
む
「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
、
ラ
グ

ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
で

日
本
代
表
が
強
豪
の
南
ア
フ
リ
カ
を
破
り
初
の
１

大
会
３
勝
の
歴
史
的
快
挙
、
体
操
の
世
界
選
手
権

で
日
本
の
男
子
団
体
が
37
年
ぶ
り
の
金
メ
ダ
ル
獲

得
等
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
に
報
道
さ
れ
た

反
面
、
口
永
良
部
島
の
新
岳
の
爆
発
的
噴
火
に
よ

る
全
島
民
避
難
、
台
風
18
号
等
の
影
響
に
よ
る
豪

雨
で
広
範
囲
が
浸
水
し
、
茨
城
、
栃
木
、
宮
城
の

３
県
で
８
人
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、Ｔ
Ⅴ
で
放

映
さ
れ
た
壮
絶
な
光
景
は
、
今
も
記
憶
に
新
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
村
で
も
台
風
15

号
に
よ
り
、
高
潮
被
害
等
の
あ
っ
た
中
之
島
、
平

島
を
は
じ
め
、
住
家
や
公
共
施
設
等
で
多
く
の
被

謹賀新年 新年のごあいさつ

十島村長　肥後　正司十島村議長　有川　和則
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
関

係
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
平
島
・
諏
訪
之
瀬
島
間
の
寄
港
順
路

問
題
に
つ
い
て
、
26
年
度
に
実
証
運
航
を
実

施
し
、
去
年
４
月
か
ら
寄
港
順
路
変
更
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
特
段
の
混
乱
も
な

く
順
調
に
運
航
し
て
お
り
、
村
民
、
利
用
者
、

国
、
県
等
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
は
、

平
成
30
年
度
就
航
を
目
指
す
方
向
性
が
整
い
、

十
島
村
航
路
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
等
を
集
約
し
、
望
ま

れ
る
新
船
建
造
の
準
備
を
こ
れ
か
ら
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
十
島
村
総
合
戦
略
検
討
委
員
会
に
つ
き
ま

し
て
は
、
総
合
戦
略
と
し
て
取
組
む
べ
き
具

体
的
事
項
を
取
り
ま
と
め
、「
村
が
存
続
し
、

発
展
し
て
い
く
た
め
の
人
口
の
将
来
展
望
と

し
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
700
人
、
２
０
６

０
年
に
750
人
規
模
を
目
標
」
と
す
る
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
「
十
島
村
総
合
戦
略
」

を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
総
合
戦
略
に
つ

い
て
は
、「
自
然
と
共
生
す
る
基
盤
産
業
を
強

化
し
、
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」、「
島

へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」、「
若
い

世
代
の
移
住
・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希

望
を
か
な
え
る
」、「
み
ん
な
が
村
づ
く
り
の

主
役
と
な
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と

も
に
、
島
々
と
地
域
を
連
携
す
る
」
の
４
項

目
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
計
画
期
間
を
平
成

31
年
度
ま
で
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、

こ
の
総
合
戦
略
の
実
施
計
画
を
国
や
県
と
連

携
し
な
が
ら
地
方
創
生
交
付
金
等
を
活
用
し
、

目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
村
の
子
牛
の
セ
リ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
央
畜
連
管
内
と
比
較
し
た
場
合
、
平
均
価

格
で
ま
だ
ま
だ
較
差
が
あ
る
も
の
の
、
過
去

最
高
の
セ
リ
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
本
村
と

し
ま
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
２
０
１
５
「
ト
カ

ラ
の
伝
統
芸
能
祭
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実

行
委
員
会
を
始
め
、
村
民
、
自
治
会
、
学
校
、

出
身
者
等
多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
を
賜
り
、

無
事
に
終
了
出
来
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
各
島
の
催
し
に
つ
い

て
は
、
口
之
島
か
ら
戦
国
時
代
が
色
濃
く
演

じ
ら
れ
る
「
先
踊
り
や
狂
言
」、
中
之
島
か
ら

お
盆
の
夕
暮
れ
の
中
で
踊
る
「
盆
踊
り
」、
平

島
か
ら
元
服
や
カ
ネ
ツ
ケ
祝
の
時
な
ど
に
歌

う
「
祝
唄
」、
悪
石
島
か
ら
お
盆
の
最
後
に
出

現
す
る
「
仮
面
神
ボ
ゼ
」、
小
宝
島
か
ら
「
ト

カ
ラ
観
音
主
、
島
子
お
は
ら
」、
宝
島
か
ら
地

域
づ
く
り
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
ス
チ
ィ
ー

ル
ド
ラ
ム
演
奏
」
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
の
よ
う
な
村
内
の
伝
統
芸

能
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
過
去
に
は
な
く
、

大
変
意
義
深
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
介
護
体
制
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、

地
域
で
支
え
る
介
護
事
業
の
先
行
モ
デ
ル
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
口
之
島
「
な
ご

み
の
里
」
に
お
い
て
、７
月
よ
り
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
育
児
支
援
を

行
う
「
十
島
村
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」

が
開
始
さ
れ
、
４
月
に
宝
島
に
「
子
育
て
広

場
い
ま
き
ら
園
」、
10
月
に
中
之
島
に
「
中
之

島
ほ
し
の
こ
園
」
が
開
園
し
ま
し
た
。
子
育

て
支
援
施
設
の
な
い
島
で
も
子
育
て
支
援
教

室
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
保
護
者
や
地

域
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

子
ど
も
達
が
楽
し
く
成
長
で
き
る
よ
う
支
援

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
本
村
で
は
現
在
も
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
人
口
減
少
、
危
機
的
な
財
政
状
況
と
い
っ

た
深
刻
な
事
態
に
あ
り
ま
す
。
人
口
は
若
干

増
加
し
約
680
人
を
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、

行
政
と
し
て
も
ま
だ
ま
だ
強
い
危
機
感
を
感

じ
ま
す
。

　
私
が
掲
げ
て
お
り
ま
す
村
政
運
営
の
基
本

的
な
方
針
「
人
口
対
策
」「
基
幹
産
業
の
強
化

と
観
光
の
活
性
化
」「
少
子
高
齢
化
対
策
」「
航

路
体
系
の
整
備
充
実
」「
情
報
格
差
の
是
正
」

「
生
活
環
境
の
整
備
」「
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
行
政
機
能
の
強
化
」
の
７
項
目
を
も
と
に
、

今
年
も
よ
り
一
層
、
十
島
村
の
活
力
あ
る
村

政
振
興
を
進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
が
村
民
の
皆

様
方
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
の
年
頭
に
当
り
、
議
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
ら
た

め
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政
・
議

会
活
動
に
深
い
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
に
、
心
も

新
た
に
、
家
庭
の
こ
と
、
地
域
の
あ
り
様
な
ど
、

様
々
な
こ
と
が
ら
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
10

月
に
第
３
次
安
倍
内
閣
が
発
足
さ
れ
、「
新
・
三

本
の
矢
」
を
放
ち
、
強
い
経
済
、
子
育
て
支
援
、

社
会
保
障
を
基
本
方
針
と
し
て
、
一
億
総
活
躍
社

会
の
実
現
を
目
指
す
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

昨
年
は
戦
後
70
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
し
た
が
、
安
全
保
障
関
連
法
が
成
立
さ
れ

ま
し
た
。
経
済
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
米
連
邦
準

備
理
事
会
が
政
策
金
利
を
利
上
げ
し
、
7
年
ぶ
り

に
ゼ
ロ
金
利
が
終
了
、
日
銀
が
現
行
金
融
緩
和
政

策
へ
の
「
保
管
措
置
」
の
追
加
緩
和
を
決
定
、Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
大
筋
合
意
、
さ
ら
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
地

震
、
口
永
良
部
爆
発
的
噴
火
、
引
き
続
く
原
発
問

題
、
テ
ロ
、
領
土
問
題
な
ど
、
国
内
外
の
社

会
情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
で
日
本
人
2
名
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
、

世
界
文
化
遺
産
に
軍
艦
島
を
含
む
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
登
録
さ
れ
る
な
ど

喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
は
印
象
的
で
し
た
。

　
平
成
28
年
度
国
の
予
算
案
で
は
、
高
齢
化

で
社
会
保
障
費
が
増
加
し
、
少
子
化
や
女
性

の
社
会
進
出
に
対
応
す
る
子
育
て
支
援
の
充

実
策
と
と
も
に
、
人
々
の
暮
ら
し
を
脅
か
す

災
害
な
ど
に
備
え
る
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
離
島
防
衛
強
化
で
防
衛
費

が
増
額
さ
れ
、
一
般
会
計
の
総
額
は
4
年
連

続
で
過
去
最
大
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
財
政
再
建
を
し
つ

つ
経
済
の
成
長
も
目
指
し
て
い
る
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
の
減
額
、
村
の
行

財
政
、
そ
し
て
個
人
の
生
活
面
に
お
き
ま
し

て
は
、
今
後
に
大
き
な
不
安
を
抱
か
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
十
島
村
が
生
き
残
り
、
そ
し
て

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
も
、
人
口

問
題
、
雇
用
問
題
、
医
療
福
祉
介
護
問
題
、

情
報
通
信
問
題
、
航
路
問
題
、
そ
し
て
財
政

問
題
な
ど
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
的
確
に
、

着
実
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
村
に
と
り
ま
し
て
は
、
27
年
度
に
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
、

村
が
存
続
し
、
発
展
し
て
い
く
た
め
の
人
口

の
将
来
展
望
と
し
て
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、

ま
た
、
総
合
振
興
計
画
と
国
の
総
合
戦
略
と

の
関
係
性
を
踏
ま
え
た
、「
十
島
村
総
合
戦

略
」が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
地
方
創
生
」

を
通
じ
て
、
新
し
い
人
の
流
れ
と
と
も
に
、

目
標
達
成
に
向
け
、
活
力
に
満
ち
た
村
の
実

現
を
期
す
る
た
め
に
、
皆
で
村
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
最
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
で
は
、
平
成
31
年
就
航
を
め
ざ

し
、
住
民
の
生
命
線
で
あ
り
ま
す
次
期
「
船

舶
建
造
」
に
向
け
、
住
民
や
関
係
者
と
の
協

議
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
介
護
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

27
年
度
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
口
之
島
に
お

い
て
は
昨
年
7
月
か
ら
地
元
住
民
主
体
と
し

て
、「
な
ご
み
の
里
運
営
協
議
会
」
が
立
ち

上
げ
ら
れ
、
他
島
へ
の
展
開
も
図
ら
れ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
27
年
度
に
お
い
て
は
、
地
域
の
子

育
て
、
地
域
に
お
け
る
親
と
子
の
育
ち
を
支

援
す
る
た
め
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

で
宝
島
の
「
い
ま
き
ら
園
」、中
之
島
の
「
ほ

し
の
こ
園
」
が
開
園
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
に

お
い
て
も
喜
ば
し
く
、
他
島
で
も
子
育
て
支

援
教
室
の
開
催
な
ど
順
次
整
備
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
は
定
住
対
策

に
繋
が
る
大
き
な
柱
と
な
る
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
今
後
も
、
人
口
対
策
の
一
環
と
し
て
、
定

住
支
援
や
産
業
振
興
な
ど
の
強
化
が
図
ら
れ

　

る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
や
子
育
支
援
の
取

組
み
等
、ま
す
ま
す
住
民
と
連
携
、協
働
し
、

地
域
の
活
性
化
、
地
域
の
抱
え
る
問
題
や
課

題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

　
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
先
輩
達
が

築
き
上
げ
、
育
て
て
き
た
「
共
に
生
き
る
」

共
生
の
心
を
も
っ
て
、
村
民
の
皆
様・議
会
・

行
政
と
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
、
激
励
し
あ

い
な
が
ら
、
村
の
存
続
・
発
展
に
努
め
て
い

け
ば
決
し
て
悲
観
す
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
ひ
と
」
を
大
切
に
し
、
私
た
ち
議
会
も

村
の
存
続
と
発
展
の
た
め
に
、
さ
ら
に
民
意

の
反
映
に
務
め
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
村
の

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
お
お
い
に
議
論

し
行
政
に
反
映
・
具
体
化
さ
れ
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
一
年
の
村
民
の
皆
様
の
ご
活
躍
に
期

待
し
、
そ
し
て
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平成２８年　　　　　　成人式開催！！
　1月 11 日 ( 月 )、役場会議室にて平成 28 年十島村成人式が行われました。今年の対象者は 10 名
でうち 6名が出席し、共に育った仲間と一緒に大人への第一歩を踏み出しました。人生の大きな節
目である成人式。この日の決意を胸に、若い力を存分に発揮し、それぞれの夢に向かって未来を切
り開き、大きく羽ばたいていかれるように願っています。

日高　翔平さん德滿　佳奈さん日髙　愛恵里さん有川　真里奈さん
これから社会人としての自
覚を持ち、日々社会勉強と
思い、様々なことを吸収し
ていきたいと思います。

周りの人と助け合うこと、人との
出会いを大切にすること、この 2
つを目標としたい。責任と自覚を
もち、恥じることのない生き方が
できるよう精進していきたい。

大人としての責任感を強く
持ち、社会勉強に励みたい。
たくさんの人と出逢い、い
ろいろな経験をしたい。

社会人になるので、これまでよりもっ
と頑張っていろんなことに積極的に
取り組んでいきたい。また、自分の
行動に責任を持ち、ふさわしい大人
になりたい！！感謝の気持ちも大切
にしていきたい。

平島中学校卒業平島中学校卒業平島中学校卒業悪石島中学校卒業
太田　有哉さん

悪石島在住

悪石島で一生暮らせるよ
うに努力する。

小宝島中学校卒業
早川　将大さん

これからは大人として自信、
誇りを持ち、思いやりのあ
る人間になれるように努力
していきたいと思います。



　十島村消防団出初式が各消防分団で執り行われました。昭和 47 年、「十島村消防団」が発足
して以来、分団員の団結と防災意識の高揚を図るため、新春の恒例行事として毎年実施されて
います。各分団では、村長祝辞の代読が行われ「村民の生命と財産を守るため、地域住民の信
頼に応え、活躍を期待しています。」と激励が述べられました。
　あわせて、女性消防団（現在、諏訪之瀬島 2名、悪石島 2名、
宝島 2名）の制服交付式も行われました。女性消防団は、女性
ならではのきめ細やかさを生かし、地域にとけこんだ消防団活
動を展開するとともに消防団組織の充実を図るため、組織され
ました。分団員は、十島村に住む 20 歳以上の健康な方である
ことを要件に募集し、スタートしました。活動内容は、災害時
の救護活動や避難所の支援活動、消防団出初式等の行事に参加
します。

十島村消防出初式　

悪石島

諏訪之瀬島

小宝島

　2016 年も高学年としてみんなをまとめ
たいです。また、2015 年できなかったこ
とややってみたいと思ったことにもちょう
せんしていく年に
したいです。　　　
 　宝島　
　今村律佳さん

　故郷にUターンして早いもので 16 年の歳月が過ぎようと
しています。当初は「ふるさと」の生活に戸惑いもありまし
たが、16 年の歳月がこれを解消してくれました。今年は現在
就航している「フェリーとしま」の代替船について「航路検
討委員」で週 3便を実現すべく議論しているようであり、そ
の結論を待望している。明るい年でありますように祈念しつ
つ。                                                          宝島　松下傳男さん

　今年、小学生のリーダーになるので、
リーダーとしてみんなをまとめられるよ
うにがんばりたいです。また、今年はじゅ
う実した 1年を
過ごせるようが
んばりたいです。
  宝島　
  平田一華さん

　ジョギング、ダイビ
ング、トビウオ漁、イ
ザリなど、これまで「や
ろうかな。やっぱりや
めておこう。」と躊躇し
ていたことに今年こそ
は１つでも挑戦したい。
　小宝島　
    大當政文さん

07

　新年あけましておめでとうござ
います。今年は年女です。今年も、
これからも清く、美しくを目標に、
何事にも、真面目で、人にやさし
く、なーんてネ！全然何事も約束
できそうにもないので、なるべく
がんばります。どうぞ、これから
もトカラの口之島の美しい自然の
中で、過ごせたらと思っています。
                     口之島　永田昭子さん

　私は、勉強の中身をじゅう実さ
せることを頑張りたいです。しっ
かりと自分の頭の中に入っていく
勉強ができるようになりたいで
す。そして、思い出もたくさんつ
くっていきたいです。
                     　　　　口之島　
　　　　　　　　　永吉美遥さん

　昨年は初めてのことばかりで、
行事やイベントに参加させて頂く
だけでしたが、今年はもっと口之
島そして十島村が盛り上がってい
くように微力ながら協力していき
たいです。
                 口之島　岡本芙美子さん

　元気で島で過ごしたいです。
            口之島　山之上マサ子さん

　温故知新の精神で、トカラのさかなを
販売していきます。今年も前進あるのみ！
　                                　　中之島　
　　　　　　　　　　　　山口裕平さん

　自分なりに幸せを感じ、心豊か
に楽しい日々をすごしていきた
い。              中之島　日高雅代さん

　今年、僕の目標は学校での授業や家で
の勉強を集中して取り組みたいです。考
えがつまると怒ったりしたりするのでそ
こを正したいです。
　　　　　　　　　　　諏訪之瀬島　
　　　　　　　　　　　　　岸泰生さん

　僕の今年の目標は、一輪車に乗れるよ
うになる事とさか上がりが出来る様にな
る事です。目標を達成させるために、毎
日休み時間などを使って練習したいと思
います。　　　　　　
　諏訪之瀬島
　日高凪翔さん

　平島で三年目。アクティブに動いて、
地域や学校、家庭の生活を１冊の記録に
まとめてみたい。できたら、歴史や文化
を掘り下げてみたいです！！おっと、そ
の前に体力作り。
平島　
中村幸一郎さん

　私は、だれにでもやさしくできる人
になりたいです。小さい子や同級生、
年上の人にも、相手のことを考えて接
し、みんなで楽しく遊んでたくさん思
い出をつくりたいです。
諏訪之瀬島　
菅野美沙希さん

　私は、今年で 6年生になるので、最
高学年として、下級生のお手本になる
行動をとり、みんなをまとめていける
ようようがんばりたいです。また、勉
強の予習、復習もがんばりたいです。
諏訪之瀬島　
金森七海さん

　不断の努力。
　　　　　　　悪石島　西えほんさん

　今年 良い年  穂に穂が成りて  道の小
草に米が成る（島の祝唄より）
健康で良い年でありたい。
悪石島　
有川安美さん

　新年を迎えて、ぼくは 3つの目標を
立てました。まずは、字をていねいに
書くことです。次に人の話をしっかり
聞くことです。最後に、たくさん勉強
してたくさん運動することです。
小宝島　
上三垣和芳さん

宝島
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  年　男　年　女      　　  今　年　の　抱　負
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ＪＡグリーン鹿児島より

　　クリスマスプレゼントが贈られました。

　今年も、 年末の 12 月 15 日火曜日に、 吉留建設株式会社から、
十島村の全児童生徒と未就学児へクリスマスケーキのプレゼン
トがありました。
　各学校で受け取った子どもたちは、自宅に持ち帰り、一足早
いおいしいクリスマスケーキを味わったとのことです。この写
真は、子どもたちが学校で受け取った時の笑顔にあふれる一コ
マです。

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
５
に
参
加
し
ま
し
た

　
平
成
27
年
11
月
21
日
か
ら
22
日
の
2
日
間
、東
京
、

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
５
に
今
回
も
参
加
し

ま
し
た
。「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
」と
は
島
で
生
活
す
る
人
、

島
を
愛
す
る
人
、
島
の
発
展
を
応
援
す
る
人
と
い
う

意
味
合
い
の
も
と
に
、
離
島
地
域
の
活
性
化
を
図
る

目
的
で
行
わ
れ
る
、
全
国
の
離
島
が
一
同
に
会
す
る

年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
回
は
、
過
去
最
大
の
全
国
約
206
の
島
々
か
ら
集

ま
っ
た
84
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
各
離
島
の
Ｐ
Ｒ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特
産
品
の
販
売
や
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン

者
の
た
め
の
情
報
発
信
な
ど
、
積
極
的
な
周
知
活
動

が
な
さ
れ
、
2
日
間
を
通
し
て
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
約

１
万
４
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
は
役
場
か
ら
11
名
の
職
員
、
ト
カ
ラ
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
か
ら
1
名
、
悪
石
島
か
ら
1
名
、

宝
島
か
ら
1
名
の
計
14
名
が
参
加
し
、
特
産
品
の
販

売
、
観
光
案
内
や
定
住
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
で
も
来
場
者
の
方
々
に
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
回
答
し
て
い
た
だ
き
、
本
村
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
や
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
、
多
く
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
今
後
の
観
光
振
興
、
交

流
人
口
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
の
更
な
る
促
進
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ＪＡグリーン鹿児島 参事 江藤氏（左）と教育長（右）

　平成 27 年 12 月 17 日、ＪＡグリーン鹿児島
から、今年もクリスマスプレゼントが贈られま
した。同農協さんからは毎年プレゼントを贈っ
ていただいております。いつもありがとうござ
います。

▲十島村ブースの様子

吉留建設株式会社から

　クリスマスケーキのプレゼント！

▲クリスマスケーキを受け取った子供達の様子

鹿
児
島
県
離
島
振
興
課
長  

松
下
氏
よ
り
ト
カ
ラ
列
島

島
め
ぐ
り
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
感
想
が
届
き
ま
し
た
。

ト
カ
ラ
列
島
走
破
体
験
録

　
「
ヨ
ー
イ
、
パ
ー
ン
」
ト
カ
ラ
列
島
島
め
ぐ
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
幕
が
口
之
島
か
ら

切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

　
十
島
村
の
七
つ
の
有
人
島
を
一
日
で
合
計
二
十
キ
ロ
縦
走
す
る
あ
こ
が
れ
の
大
会
で

あ
り
念
願
か
な
っ
て
の
初
出
走
だ
。

　
小
雨
降
る
夜
明
け
の
口
之
島
を
駆
け
は
じ
め
、
ゴ
ー
ル
後
の
余
韻
に
浸
る
間
も
な
い

う
ち
に
島
の
皆
さ
ん
に
別
れ
を
告
げ
、
次
の
島
に
向
け
出
港
し
た
。

　
中
之
島
で
は
東
シ
ナ
海
を
見
下
ろ
す
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
学
校
の
校
庭
を
折
り
返
し

た
。
ど
の
島
で
も
応
援
の
声
が
熱
い
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
厳
し
い
坂
道
が
待
ち
受
け
る
三
つ
の
島
に
さ
し
か
か
っ
た
。

　
諏
訪
之
瀬
島
で
は
坂
道
を
駆
け
上
が
り
飛
行
場
の
滑
走
路
を
折
り
返
し
、
け
っ
し
て

平
ら
で
は
な
い
平
島
の
集
落
ま
で
駆
け
上
が
り
、
悪
石
島
で
は
聞
き
し
に
勝
る
そ
そ
り

立
つ
断
崖
絶
壁
を
息
絶
え
絶
え
に
よ
じ
登
る
。

　
最
後
の
小
宝
島
、
宝
島
は
フ
ラ
ッ
ト
だ
が
既
に
足
の
筋
肉
が
硬
直
し
走
り
は
鈍
い
。

　
ゴ
ー
ル
後
の
宝
島
で
の
島
民
か
ら
の
厚
い
お
も
て
な
し
に
舌
鼓
を
打
ち
、
そ
し
て
別

れ
の
桟
橋
で
は
紙
テ
ー
プ
の
波
と
、
防
波
堤

の
先
端
ま
で
追
い
か
け
て
き
て
見
え
な
く
な

る
ま
で
手
を
振
っ
て
く
れ
た
子
供
達
の
姿
に

ど
の
島
で
も
目
頭
を
熱
く
す
る
。

　
絶
海
の
七
つ
の
孤
島
に
住
ま
う
人
々
の
目

は
清
く
澄
ん
で
温
か
く
、
ま
さ
に
人
が
人
と

し
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
、
生
き

る
力
を
い
た
だ
い
た
本
大
会
と
島
の
皆
さ
ん

に
感
謝
あ
る
の
み
。
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▲十島村ブースの様子

新
教
育
長
に
有
村
孝
一
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

▲有村孝一教育長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
長
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
、
昨
年
8
月
18
日
、
議
会
の
同
意
を
得
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
教
育
長
に
任
命
さ
れ
、
前
任
者
の
残
任
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
り
ま
す
1
年
4
ヶ
月
を
務
め
て
参
り
ま
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
こ
の
間
、
何
回
と
も
な
く
各
島
を
訪
問
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
し
て
、
学
校
を
中
心
に
し
て
村
の
様
子
を
こ

の
目
で
見
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
12
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
再
任
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
し
て
、
新
教
育
長
の

任
期
も
4
年
か
ら
3
年
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
村
長
が
任
期
中
に
少
な
く
と
も

1
回
は
自
ら
が
教
育
長
を
任
命
で
き
る
こ
と
、
い
じ
め
問
題
な
ど
の
重
大
な
事
案
に
対
し

て
、
教
育
委
員
会
の
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
等
、
新
た
な
教
育
委
員
会

制
度
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
村
は
、
私
が
派
遣
社
会
教
育
主
事
と
し
て
こ
の
村
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
、
平

成
元
年
か
ら
の
3
年
間
と
は
見
違
う
ば
か
り
に
変
容
し
、
進
歩
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
村
行
政
や
住
民
の
方
々
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
大
い
に
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
様
な
中
、
村
は
人
口
対
策
を
一
番
の
課
題
に
掲
げ
、
人
口
減
少

の
市
町
村
が
多
い
中
に
お
き
ま
し
て
、
着
実
に
そ
の
実
績
を
挙
げ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
施
策
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
教
育
委
員
会
な
り
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
き
て
お
り
ま

す
し
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
教
職
員
の
人
事
異
動
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
家
族
同
伴
で
の
異
動
を
進
め
た
り
、
児

童
生
徒
の
確
保
の
た
め
に
、
山
海
留
学
を
積
極
的
に
進
め
、
さ
ら
に
寮
制
度
の
導
入
を
し

た
り
し
て
、
安
定
的
な
人
数
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　
村
が
変
容
を
遂
げ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
、
教
育
委
員
会
と
し
て
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
仕
事
を
一
つ
ず
つ
や
り
遂

げ
て
い
く
の
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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離島人材育成基金助成事業の募集をします！
　公益財団法人日本離島センターでは、離島住民の自主的な島づくり活動をバックアップするため、島の将
来を自ら真剣に考え、自ら意欲的に行動する人材の育成を目的に、毎年度全国的に助成事業を行っています。
　本村では、平成 20 年度に「トカラ馬飼育事業」、平成 26 年度に「船上トカラ市」、平成 27 年度に「機音
の島プロジェクト」が助成を受けました。今回は平成 28 年度の助成事業の募集を行いますので、助成を希望
されるグループ団体は次の事項に基づき応募してください。

十島村まち ・ ひと ・ しごと創生 「人口ビジョン」 ・

「総合戦略」 を策定しました。
　平成 27 年 12 月 7日（月）、役場本庁会議
室にて「第 3回十島村総合戦略検討会議」が
開催されました。委員２９名、オブザーバー
14 名、事務局４名の総勢 47 名が参加し、村
の人口ビジョンや総合戦略について意見交換
が行われました。この会議の結果をもって平
成 27 年 12 月 21 日に十島村まち・ひと・し
ごと創生「人口ビジョン」・「総合戦略」を策
定しました。
　村の近年の人口の推移をみると、移住対策
等が奏功し、増加の兆しがありますが、今後
については、国立社会保障・人口問題研究所
によると、今から 25 年後の 2040 年には 466 人まで減少するとの推計結果も公表されています。
　こうしたことを踏まえ、十島村「人口ビジョン」では、人口の現状分析や将来人口の推計を行
い、人口減少に対する村民の認識を共有しながら、村が存続し、発展していくための人口の将来
展望として、2020 年までに 700 人、さらに 2060 年に 750 人規模まで回復することを目標とし
ています。
　十島村「総合戦略」では、十島村の現状とポテンシャル、人口ビジョンにおける将来展望、十
島村総合振興計画と国の総合戦略との関係性を踏まえ、人口 750 人のトカラ列島の形成に向けて、
「しごと」と「ひと」の好循環づくりと好循環を支える島の活性化に取り組むものとします。当面は、
目標とする地域像である「つながる心　感じる幸せ ＴＯＫＡＲＡ　～　住んでみたい　帰って
みたい　行ってみたい島々」の実現に向けて、平成 27 年度（2015 年）から平成 31 年度 (2019 年 )
までを計画期間とし、主な重要業績指標（ＫＰＩ）を設定し、４つの基本目標の下で戦略的な施
策をとりまとめました。
　計画につきましては、村のホームページで公表しています。

▲総合戦略検討会議の様子
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　本案件に関する問い合わせは十島村役場総務課（０９９‐２２２-２１０１）もしくは公益財団法人
日本離島センター（０３‐３５９１‐１１５１）までお願いします。
※本村ホームページ、出張所、日本離島センターホームページ（しましまネット）でも確認できます。

１　応募対象
　　「離島」に在住している人、もしくは離島で活動しているグループ・団体などが対象です。
２　助成対象事業

３　助成額

４　応募期間                                                                               ５　審査及び事業決定
　　平成 28年 1月 4日から 2月 8日まで                                          運営委員会にて審査し、通知いたします。
６　事業実施期間
　　採択された事業の実施期間は、平成 28 年 4月 1日から平成 29 年 2月 28 日の間です。必ず期間内に事業
　を終了し、報告書を平成 29 年 3月 10 日までに提出してください。
７　応募方法
　　所定の様式の支給申請書並びに助成事業計画書を作成のうえ、平成 28 年 2月 8日（月）までに役場総務
　課担当へ提出してください。

助成事業の種類 事業の内容
①離島の産業振興に係る事業

②離島の生活・文化・福祉の向上に係る事業

③他地域との交流推進に係る事業

④その他人材育成に必要な事業

①(島学・島塾型)島の人達が中心となり、自分の島のもつ可能性の発掘、協力し合っての実態
　 調査、島づくりへの活かし方等の議論を行う事業。
②(島づくり交流型)近隣地域も含め、島づくり・地域づくりに関連する経験や創意工夫の交流を
   行い、新しい可能性を探る事業。
③(①と②の複合型)  ※年に一度の申請の「離島人材育成基金助成事業」との不公平を防ぐため、

   ①と②の事業にその他の内容を付加した事業は、対象となりません。

離島人材育成基金助成
事業

〃（知的支援型事業）

〃（視察研修型事業）
島づくり先進事例の収集や学習のための視察（研究会等への参加も含む）を目的とします。
※本助成の対象は、2名（夫婦や親子等は除く)までの視察研修に係る経費と致します。

※既存の事業や、運動会・祭り・盆踊りなどの毎年の通常の行事、政治・宗教・営利を目的とする事業、施設整備を伴う事業は対象
となりません。
※国または都道府県から補助金を受けている事業、または受けようとしている事業は応募できません。
※他にも条件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

助成事業の種類 助成率と助成限度額
○助成対象経費75万円未満

　 助成率：対象経費の5分の4以内(千円未満の端数切り捨て)

   助成限度額：1事業につき50万円

○助成対象経費75万円以上

   助成率：対象経費の3分の2以内(千円未満の端数切り捨て)

   助成限度額：1事業につき100万円

○助成対象経費の額にかかわらず

   助成率：対象経費の5分の4以内(千円未満の端数切り捨て)

   助成限度額：1事業につき30万円

○助成対象経費の額にかかわらず

   助成率：対象経費の5分の4以内(千円未満の端数切り捨て)

   助成限度額：1事業につき30万円

離島人材育成基金助成事業

〃（知的支援型事業）

〃（視察研修型事業）

※人件費、食糧費並びに備品購
入費等の、助成金支給対象とな
らない経費があります。
※審査結果により助成額が減額
される場合があります。また事
業の実施状況や予算・決算の状
況などを審査し、実際に助成す
る額が助成内示額を下回る場合
があります。
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住民税申告書、所得税確定申告書
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　税務署が開設する申告相談会場及び税理士会による確定申告無料相談会場は次のとお
りです。なお、申告書は会場内で作成・提出することもできますが、国税庁ホームペー
ジで作成し、印刷して郵便又は e-Tax により提出することができますので、是非、ご利
用ください。
【税務署が開設する申告相談会場】
開設場所　鹿児島県市町村自治会館（鹿児島市鴨池新町７－４）
開設期間　平成２８年２月１６日（火）から平成２８年３月１５日（火）
　　　　　（ただし、土、日は除く。）
　　　　　（注）２月２１（日）及び２月２８日（日）に限り、日曜日も開設します。
受付時間　午前９時から午後４時まで
※駐車場には限りがあり、混雑が予想されますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
※申告期限間際になりますと申告会場が混み合うことが予想されますので、早めの申告にご協
　力をお願いします。

 

　平成２５年分から平成４９年分まで、復興特別所得税（原則として各年分の所得税額
の 2.1％）を所得税と併せて申告・納付することとされています。
　確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れのないようご注
意ください。
※還付申告の方も含め、申告される全ての方について「復興特別所得税額」欄の記載が
　必要となります。
　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）の「個人の方に係る復興特
別所得税のあらまし」をご覧いただくか、最寄りの税務署へご相談ください。
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　公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得
以外の所得金額が２０万円以下である場合には、所得税及び復興特別所得税について確
定申告をする必要はありません。
ただし、この場合であっても、
①　所得税及び復興特別所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要が
あります。
②　住民税の申告が必要な場合があります（お住まいの市区町村にお尋ねください。）。
　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）をご覧いただくか、最寄りの
税務署へご相談ください。

 

 

　住基カードの電子証明書の有効期限は３年です。有効期限を過ぎた場合には、電子証
明書を取得した市役所等の窓口において、更新手続が必要になります。
　なお、個人番号カードの導入により、住基カードについては、平成２７年１２月末を
もって交付が終了し、平成２８年１月から個人番号カードの発行が開始されます。
　また、個人番号カードの交付には日数がかかる場合がありますので、e-Tax 等の行政
手続を利用される場合には、早めの申請手続が必要となります。
詳しくは、総務省ホームページ
（http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/kojinninshou.htm）を
ご覧ください。
　おって、個人番号カードを取得された方については、個人番号カードに電子証明書が
標準的に付与されていますので、引き続き、ｅ－Ｔａｘの利用ができます。
※電子証明書を更新された方については、e-Tax を使用する前に電子証明書の再登録が
　必要となります。
　詳しくは、公的個人認証サービスポータルサイト（http://www.jpki.go.jp/）又は国税
庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）をご覧ください。

鹿児島税務署（電話２５５-８１１１）※自動音声案内

平成２７年度　ふるさと納税者一覧
　十島村では、ふるさと納税寄附金を利用した活力ある村づくりを進めるため、「トカラふるさと
基金」を創設し積み立てています。平成 27 年 4月から 12 月末まで、全国から述べ 1,000 件を超
える申し込みをいただき、平成 28 年 1月 7日現在で約 13,805 千円の寄附をいただいている状況
です。いただいた寄附金につきましては、使途別に有効に活用させていただきます。本当にあり
がとうございました。なお、これまで本村に寄附をしていただいた方々につきましても、本村HP
に掲載しております。
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町田　政治 立石　隆也 杉浦　啓太 水谷　直樹 黒木　渉 吉岡　孝二郎

大内　裕子 杉浦　啓太 井村　佳子 小河　拓也 中村　元洋 山上　和則

竹内　浩二 橋本　雅央 長井　悠佑 浅見　典子 比留間　孝子 有村　孝一

肥後　安哲 湯川　彰英 高松　貴志 浅見　洋 吉田　嘉津子 宮元　竹雨

愛甲　譲 山田　浩平 西森　卓也 尾崎　進 初澤　寿晃 藏町　拓郎

日高　繭子 宇都　光伸 上田　みゆき 齊藤　祐子 髙木　才義 本砥　貴子

堀田　賢吾 有山　容子 酒井　浩志 渡辺　厚子 高木　俊郎 中村　幸喜

畠　秀一 六笠　清 石塚　泰男 尾崎　進 松下　鉄志 﨑田　憲司

来生　亮 菊池　寿幸 齋藤　正弘 大崎　万治 坂元　八朗 高村　真

篠原　幸一 山本　俊彦 中村　行孝 本郷　裕明 里　博樹 井出　健司

宮之原　健一 成田　智子 陶山　羊三 日野　千恵美 長尾　史郎 三浦　和也

熊沢　れい子 中井　悟 中條　聖嗣 角田　真一 有田　斉 瓜生　智宏

河合　諒二 久世　晋司 下村　昌作 竜嶽　一己 齊藤　昇 河野　喜八

石川　俊之 葛西　耕市 三浦　惠子 鶴田　直隆 園田　勝弘 安達　史郎

葛西　泉 徳田　伸之 木藤　美樹 中奥　康一 中谷　賢司 千手　靖子

三浦　啓充 畠山　さゆみ 加田　裕二 田沢　健次 築田　浩人 小國　公敬

近藤　圭一 高橋　宏典 嶋田　昌浩 石井　洋三 本村　茂樹 大政　満郎

西岡　憲吾 次郎丸　博貴 肥後　義喜 松尾　賢二郎 川端　眞 中山　与志伸

山口　覚 奈良　宗太郎 濃添　勇作 菅　益宏 小林　龍弘 笠井　慶一

鈴木　昭 中森　義雄 長村　健一 畠山　博昭 柳澤　康一 岩橋　寛

森本　恭子 安藤　基浩 林　泰子 天野　大輔 渡邊　俊文 藤平　勇人

池内　賢二 須江　彬人 大橋　竜一 相澤　大輔 水島　徳夫 上家　和子

川手　浩史 清水　裕明 長岡　努 本田　直久 沖元　佑介 川端　基夫

小竹　祐二 山田　幸平 水口　守 村上　径子 林　英昭 岩戸　智史

村山　勝洋 森田　喜美子 坪本　惠子 伊勢　尚史 黒木　理秀 窪田　寛

奥　孝子 木村　健一 高村　将司 渡邉　孝廣 高井　大輔 奥村　達也

隈元　仁志 阿部　健太郎 新井　竜太郎 北村　章 阿部　美幸 伊勢　孝

國生　康弘 佐藤　泰規 今村　瑞男 赤松　周 渡邊　隆二 松永　純

福澤　章二 長屋　高広 高橋　宏行 伊藤　隆 西澤　亮 府馬　和英

有川　孝志 安村　直樹 増田　洋子 桐山　馨 浦西　伸美 大熊　宏明

中村　学 田中　彩 山本　和宏 柿原　康晴 須江　彬人

新納　一基 金澤　憲吾 加田　裕二 松田　大輔 北村　章

平田　直巳 原田　和久 東　昭雄 長嶺　浩一郎 佐々木　貴英

濱田　誠吾 大野　隆志 浦西　伸美 小田　聡 田代　みか

鹿児島グリーン綜合建設

個人

名前(敬称略、順不同)
※公表を希望されている方のみ掲載しています。

企業

南日本地質調査株式会社

有限会社振興測量設計事務所

文明農材株式会社
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※ 所得金額が 160 万円以上の方は、条例により助成対象外となりますのでご注意ください。
( 注 )　①助成条件となる所得金額は、当該世帯にかかる前年の総所得金額等の合計額から被保険
　　　　者１人について５万円を控除した額になります。
　　  　②医療費助成の対象となる医療費については、保険点数医療費のみが対象となり、入院時
　　　　の食事代・衣服代・部屋代等は含まれません。

○医療費助成が支給されるまで、高額療養費等の計算等を含め３～５ヶ月かかります。
　（レセプト等の状況により、支給されるまでに５ヶ月以上かかる場合もございますので、
　ご了承ください。）
○医療費助成の申請にあたりましては、医療機関が発行する領収書 ( 原本 ) の添付が必要
　です。領収書がない場合は、本助成金を支給できませんので、ご注意ください。

保険給付を受けた日の属する月の翌月から起算して 6ケ月
以内に、領収書（原本）を添付して申請してください。

その他、ご不明な点につきましては、十島村役場住民課保険係へお問い合わせください。

所得金額の範囲 基礎控除額 
0円―30万円未満 5,000円 
30万円―50万円未満 6,000円 
50万円―70万円未満 7,000円 
70万円―100万円未満 8,000円 
100万円―130万円未満 10,000円 
130万円―160万円未満 15,000円 
 

住民医療費助成制度について

　対象者は、本村に住所を定めてから 2年以上経過した者等の要件を満たしている必要が
あります。また、各世帯の所得金額等により、助成金の算出時に控除する基礎控除額が異
なります。（別表のとおり）

　住民医療費助成は、十島村住民に対して医療費の助成を行うことにより、住
民の健康保持と医療費の自己負担の軽減を図ることを目的として行われている
本村独自の制度です。

国民健康保険のはり・きゅう施設利用

　【利用できる方】
　国民健康保険・後期高齢者医療被保険者

はり ・ きゅう利用券をご存知ですか？

【利用できる施設】
⑴ 鹿児島市保険鍼灸師会会員
⑵ 鹿児島県鍼灸師会名瀬支部会員
　 上記のうち村長が指定する施設

　【利用内容】
⑴ 施術は 1日 1回、1年度間 30 回まで。
⑵ 補助額は、1回につき　1,200 円。（＝施術費用から
1,200 円を控除した額が窓口負担となります。）

【注意事項】
⑴ 利用券の再交付はできません。大切に保管してください。
⑵ 利用券には有効期限があります。（今年度は平成 27 年 4月 1日～
　平成 28 年 3月 31 日）
⑶ 傷病によっては利用できない場合があります。事前に確認ください。
⑷ ご不明な点は、住民課村民室保険係までお問い合わせください。

【利用するためには】
　事前に利用券交付申請をしてください。 【はり・きゅう施設利用券交付申請】

⑴ 出張所窓口でも申請、交付を受けることができます。
⑵ はり・きゅう施設利用券交付申請書（様式第２号）を提出。
※印鑑と国民健康保険被保険者証が必要です。
⑶ はり・きゅう施設利用券の交付を受けてください。

　平成 27年 12 月 21 日より、Sun Days Inn Kagoshima（サン デ
イズ イン鹿児島）と新たに宿泊協定を締結いたしました。
主な協定内容は右の通りです。 　協定先

　サン デイズ イン鹿児島（351 室宿泊可能）
　住所：鹿児島市山之口町 9-8
　Tel：099-227-5151

○利用料金（※1人 1日当たりの単価）
部屋 利用料金 村民負担 村負担 備考 

シングル 
DX シングル 

ツイン 
DX ツイン 

4,200 円 2,600 円 1,600 円 ※朝食別途 

 ○利用料金（70 歳以上及び中学生）
部屋 利用料金 村民負担 村負担 備考 

シングル 
DX シングル 

ツイン 
DX ツイン 

4,200 円 2,100 円 2,100 円 ※朝食別途 

 ※小学生以下は一律 700 円

　基本的にはこの料金ですが、曜日や時期により料金が異なる場合もあるため、利用料金の詳細はホテルに問い合わせて
頂きますようお願い致します。なお、宿泊される際は事前の予約をお願い致します。
　御不明な点等ございましたら、十島村役場総務課まで御連絡ください。
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十島村役場・フェリーとしまのみなさんへ 現業職・売店のみなさんへ 

小規模多機能ホームたからのみなさんへ 宝島郵便局のみなさんへ 看護師さんへ 

18

「かごしま子育て支援パスポートが新しくなります」
　十島村では「かごしま子育て支援パスポート支援事業」を実施しています。子育て家庭に交付されたパ
スポートを架け橋に、協賛店が独自の子育て支援サービスを提供することで、子育てを暖かく応援する地
域づくりを進めていきます。
　なお、平成２７年度以降も、実施する意向を示した市町村が、当事業に参加する予定です。現在のかご
しま子育て支援パスポートの有効期限が平成 27 年 3月 31 日となっているため、新しいパスポートへの更
新が必要です。
　対象：妊娠中の方および 18 歳未満の子どもがいる世帯
　パスポートの有効期限：一番下の子どもが満 18 歳になる日の前日まで

　子育て支援パスポートって何？
子育て家庭を地域全体で支援することを
趣旨に、交付されるパスポートです。
ステッカーの貼ってある協賛店で見せる
と、いろいろな子育て支援サービスを受
けられます。

　パスポートの交付手続きは？
担当窓口で「かごしま子育て支援パスポー
ト交付申請書を提出すると、住民基本台
帳等で確認のうえ、交付されます。
詳しくは、下記の担当窓口にお問い合わ
せください。

 ≪概略図≫

 

　　　　　　　子育て家庭
○妊娠中の方及び 18 歳未満の子どもがいる世帯

　　　　　協賛店舗等
○各店舗等において、サービス内容を決定

パスポート提示
サービス提供

○スタンプやポイントサービス
○商品代の値引き
○飲食店でのドリンクサービス
など、協賛店独自のサービスが
あります。

対象となる世帯には後日住民課から
更新の申請用紙をお配りします。

問合せ先：鹿児島市泉町 14-15
　　　　　十島村役場住民課
　　　　　TEL:099-222-2101

 

 
 

 
 

パスポート、ステッカーの作成や協賛店情報のＰＲなど

パスポート
　 交 付

申 請 ステッカー
　 交 付

協 賛 申 込

市　町　村

県
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ごみの分別はしっかりしましょう！

 

住民票、戸籍、印鑑証明書の申請書が変わります！
　平成 28 年より申請書の様式が新しくなります。これまでの申請書を統一し、申請書
を記入しやすくしました。現在の様式がなくなり次第、順次切り替わります。

※これまでは同じ方が住民票、戸籍、印鑑証明を申請する際は別々の申請書に記入することに
　なっていましたが、今回の申請書から同じ申請書での申請が可能となります。

問い合わせ先　住民課　村民室
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十島村の人口・世帯数  平成 27 年 12 月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  60　　    68　　  128　　  74

中　 之　 島  　　88　　    70　　  158　　  89

平  　　　島　　  35　　    31　　　66　　  38

諏訪之瀬島  　　38　　    33　　　71　　  32　　　

悪 　石　 島　　  36　　    34　　　70　　  36

小　 宝 　島  　　29　　    29　　　58　　  32

宝　　　  島　　  70　　    63　　  133　　  78

合  　　　計　　 356　　 328　　 684　　379

村営定期船 フェリーとしま  
平成 28 年 2月運行予定
※名瀬港の改修工事が行われています。接岸岸壁は
作業の状況により出港当日に決定いたします。

日　  1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8　 9 　10　11　12　13　14　1　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31

曜 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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名
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便
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便
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便
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瀬
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名
瀬
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名
瀬
便

入
　

入
　

　
　
出

　
　
出

入
　

　

　
　
出

鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523

28

入
　

　
　
出

日

曜 月   火   水   木   金   土   日  月   火   水   木   金   土   日   月   火  水   木   金   土   日   月   火   水   木   金  土   日   月      

１   ２   ３   ４  ５   ６   ７   ８   ９   10  11   12  13   14  15   16  17  18   19  20   21  22   23  24   25  26  27   28   29  

　
　
出

入
　

　
　
出

名
瀬
便

名
瀬
便

入
　

　
　
出

　広報としまへの広告掲載募集！
●広告の規格・掲載料（すべて消費税別）
　　縦 13.0cm×横 8.5cm　　月額 10,000 円
　　縦 13.0cm×横 17.0cm　  月額 15,000 円
　　Ａ4サイズ 1頁　　　　    月額 30,000 円
●広告掲載の申し込み
　　広報誌広告掲載申込書（第 1号様式）に広告案を添
えて総務課にご提出ください。
　※申込書のダウンロードを含め、詳細は十島村ＨＰを
　　ご覧ください。

入
　

　
　
出

入
　

　
　
出

名
瀬
便

子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
12
月
11
日
（
金
）、
1
月
9
日
（
土
）
に
鹿
児
島
中
央
家
畜
市

場
に
て
、
子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。ま
た
、去
年
１
年
間
の
結
果
に
つ
い
て
も
掲
載
し
ま
す
。

( 税抜価格 , 単位：円）

最高価格者

去勢 雌 計 去勢 雌 計 去勢 雌 計

1月 21 9 30 14,263,000 4,805,000 19,068,000 679,190 533,889 635,600

12月 22 17 39 15,497,000 10,455,000 25,952,000 704,409 615,000 665,436

出荷頭数 合計金額 平均価格

山木　保　氏
950,000円
日高　創　氏
730,000円

去勢

雌
12月

山木　保　氏
849,000円

平泉　二太　氏
669,000円

1月

去勢

雌

◀
平
成
27
年
子
牛
セ
リ
結
果

十島村過去最高価格９５万円を記録！！

全体 十島去勢 頭数 十島雌 頭数 合計金額 十島総平均 総頭数
1月 537,864 22 476,056 18 20,402,000 510,050 40
2月 587,273 22 458,765 17 20,719,000 531,526 39
3月 621,727 22 508,571 7 17,238,000 594,414 29
4月 607,250 24 499,704 27 28,063,000 550,314 51
5月 618,862 29 503,722 18 27,014,000 574,766 47
6月 637,733 15 546,759 13 16,674,000 595,500 28
7月 615,850 20 528,333 12 18,657,000 583,031 32
8月 628,813 16 566,077 13 17,420,000 600,690 29
9月 664,471 17 536,500 8 15,588,000 623,520 25
10月 581,813 16 532,615 13 16,233,000 559,759 29
11月 716,429 21 547,067 15 23,251,000 645,861 36
12月 704,409 22 615,000 17 25,952,000 665,436 39

平均 626,875 246 526,597 178 247,211,000 586,239 424
※頭数、総頭数、合計金額については、平均ではなく合計です。


